
（公社）日本地すべり学会関西支部シンポジウム 

「 地 す べ り 技 術 の 海 外 展 開 」  
日   時：平成２６年４月１８日（金）10:00～17:00 

場   所：大阪建設交流館８階グリーンホール（大阪市西区立売堀２丁目１－２） 

ＴＥＬ：06-6543-2551

------------ プログラム ------------ 

10:00～11:30 特別講演

（１）日本の地すべり防災技術を海外で展開するために 

新潟大学 災害・復興科学研究所 福岡 浩 

（２）地すべり分野における海外協力の歴史的経緯、途上国の現状、今後の展開

一般社団法人国際砂防協会 大井英臣 

11:30～12:00  日本地すべり学会関西支部総会 

12:00～13:30 昼 食 

13:30～15:30話題提供 

（３）インドネシアにおける土石流ソフト対策の技術移転  

～東ジャワ州ジュンブル県を例にして～ 

国土交通省中部地方整備局富士砂防事務所長 吉田 桂治 

（４）エチオピア国・アバイ渓谷における地すべり対策技術移転 

国土防災技術株式会社 榎田充哉 

（５）ウズベキスタン国およびモーリシャス国における地すべり監視、

対策技術移転 

国際航業株式会社 市川建介 

（６）マレーシア国の土石流対策及びエルサルバドル国の地すべり対

策に係る業務例 

 日本工営株式会社 倉岡千郎 

15:40～16:45 パネルディスッカション

「日本の技術の国際的なプレゼンスを高めるために」 

        司  会  福岡 浩（新潟大学 災害・復興科学研究所） 

        パネラー  話題提供者 

主 催 （公益社団法人）日本地すべり学会関西支部 

後 援 （公益社団法人）砂 防 学 会 

（公益社団法人）地 盤 工 学 会 関 西 支 部 

（一般社団法人）建設コンサルタンツ協会近畿支部 

ISBN 4-9900618-9-6 C3051



(公社)日本地すべり学会関西支部長 

      松浦 純生（京都大学防災研究所）

シンポジウム実行委員 

委員長 福岡  浩（新潟大学災害・復興科学研究所）

委 員 笹原 克夫（高知大学）

委 員 太田 英将（太田ジオリサーチ）

委 員 末峯  章（京都大学防災研究所）



日本の地すべり防災技術を海外で展開するために 
 

新潟大学 災害復興科学研究所 福岡 浩 

 

 

高い日本の地すべり技術のレベルと途上国でのニーズ 

いうまでもなく、日本全土に活断層などの活構造があり地震多発国であることと毎年襲来

する台風や集中豪雨、近年気候変動とともに多発する極端豪雨イベントにより日本では地

すべりが多発し、国土面積に比べ人口が多いことから地すべりの調査技術、対策技術の研究

開発は世界で最も協力に推進されてきた。その結果、世界で唯一の地すべり専門の学会とし

ての日本地すべり学会が誕生した。ネパールなどで地すべり学会が発足し、欧州地球科学連

合総会(EGU)、米国地球物理学連合秋季大会(AGU Fall Meeting)、米国地質学会(GSA)では

百件を超える地すべりの発表が行われるが、千人を超える会員を擁する専門学会があり、専

門誌の発行と毎年百件を超える研究発表会を継続して開催してきたのは日本だけである。 

地すべりの専門家がいない途上国はまだ多く、地すべりと認識できていない場合すらある。

地すべり防災事業には多くの場合、地質あるいは土木コンサルタントまたは NGO が担当し

ている。大学等のアカデミックコミュニティにおいても地すべり研究は土木学科か地質学

科が片手間におこなっている。このような状況で地すべり災害が発生した際に必要な対応、

対策について不十分であり、ここに日本の技術者、研究者の技術移転のニーズがある。日本

の技術者、研究者が経験してきた多様な地すべりの調査、対策、緊急対応の経験を伝えるこ

とで解決できる場合が非常に多いことがわかってきた。 

 

地すべり技術に関わる国際交流のための従来の枠組み 

１．JICA による技術協力プロジェクト（技プロ）：JICA の web では「技術協力プロジェ

クトは、JICA の専門家の派遣、研修員の受入れ、機材の供与という 3 つの協力手段(協力ツ

ール )を組み合わせ、一つのプロジェクトとして一定の期間に実施される事業」

（http://www.jica.go.jp/project/）と定義されている。通常 3 年程度の期間で行われ、担当企

業は提案書と入札により選定される。通常、日本側の技術者を中期～長期派遣し技術講習、

現地でのオンサイトトレーニングと機材の設置、監視、対策工の施工等を実施する。反対に

カウンターパートの技術者を日本に招待して機材の使用法の講習を含め技術供与を行う

（本報研修）ことからなる。著者が経験した技プロは数億円規模が多い。本シンポジウムの

他の演者による講演で紹介するインドネシア、エチオピア、ウズベキスタン、マレーシア、

エルサルバドル等、数多く実施されてきた。また、中米防災プロジェクトやエルサルバドル

で実施中の気候変動対応プロジェクトのようにハードウェアの供与を含まず、防災担当行

政担当者の研修を現地と日本で行うプロジェクトも能力開発(Capacity Development)分野

において大きな成果をあげている。さらに日本（ＪＩＣＡ）と韓国（ＫＯＩＣＡ）が合同で



東南アジア、中央アジアの防災担当者の教育を１ヶ月にわたり実施するプログラムも近年

始まり著者も１日だけの講師として参加した。先進国には途上国支援機関が存在するが、重

複を避け資金を有効に活用するためにも合同プログラムは有効と思われる。 

２．外務省・大使館による無償資金援助、円借款：JICA の技プロより大規模な数十億円規

模の大規模対策工事事業等を行う際等に用いられる。現在、ホンジュラスの首都テグシガル

パで 1998 年ハリケーン・ミッチの際に大災害引き起こした地すべりの対策工を実施中であ

る。 

３．文科省、日本学術振興会、科学技術振興機構 

一方、文科省系の研究者主体の科学技術協力としては、以下のようなものが代表的である。 

３．１文部省（旧）特別事業：1991 年から 2000 年まで IDNDR（国連国際防災の十年）に

関係して継続したプロジェクトで地すべり分野では中国西安市・華清池の背後の断層崖で

進行中であった斜面変状について、地震の前兆現象か地すべりか判定するため共同研究が

実施された。伸縮計、GPS、トータルステーション、孔内傾斜計等の機材の供与、共同観測

の結果、地すべりであることを明らかにし、メカニズムの解析を行い、毎年３百万人の観光

客がくる社会的重要性を勘案し、中国で初めて地すべり発生前にアンカー主体の対策工を

施工した。 

３．２．日本学術振興会（ＪＳＰＳ）による研究費 

３．２．１ 科学研究費補助金（海外調査）は研究者個人またはグループ単位で海外の地

すべりの調査、共同研究を推進するものである。著者が関与したプロジェクトのひとつにペ

ルーの世界遺産マチュピチュ遺跡付近の地すべりの事例がある。文化庁、地質鉱山庁（地質

調査所に相当）、クスコ大学をカウンターパートとして実施し、空中写真の解析から過去の

地すべりによる地形発達モデルを考察、さらに簡易伸縮計を開発、設置して降雨に対応した

移動を観測、発表して国際的に注目された。 

３．２．２ 二国間共同研究、セミナーはアカデミーと学振が協定を結んだ国の研究者を

対象に日本の研究者との交流を推進するもので、２年間のプログラム。昨年から協定を結ば

ないすべての国も対象になった。著者はスロバキア国コメニウス大学の研究者と同国世界

遺産サイトの地すべりについて共同研究を実施した。カウンターパート国を訪問する際に

宿泊費、交通費は先方国に負担義務があることが特徴である。 

３．２．３ 研究者交流は主にカウンターパート国の研究者を短期、長期招へいするもの

である。長期の場合、じっくり研究を実施でき、文化交流も進むことから帰国後も長期にわ

たり友好的な関係を築くことができる。これは大使館推薦文部科学省留学生も同様で学位

取得し帰国後、研究者としてキャリアを積み、長期的な日本側研究者、技術者との交流と共

同研究の推進に最も効果的に貢献できている。 

３．３．科学技術振興機構（ＪＳＴ）による国際プロジェクト経費 

３．３．１科学技術振興調整費は現在、科学技術戦略推進費となっているが、国際共同研

究を推進するプログラムがいくつか存在した。たとえば、２００１年より３年間、「我が国



の国際的リーダーシップの確保」が実施された。これは「我が国が国際的な科学技術活動に

おけるリーダーシップを発揮し、国際社会における持続的な協力関係を作りあげる」

（http://www.jst.go.jp/shincho/result/shincho30.pdf）ことを目的とし、地すべり分野のア

ジアにおけるネットワーク作りもこの枠組みを用いて実施された。 

３．３．２地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）はＪＩＣＡとＪＳＴが共同

で実施するプログラムでＪＳＴが日本側研究者を支援し、ＪＩＣＡは相手国研究者を支援

する。期間は５年間を上限とし、ＪＳＴ経費は最大１．８億円、ＪＩＣＡ経費は３億円を上

限とする大型プロジェクト用の枠組みである。地すべり分野ではクロアチア、マレーシア、

ベトナム、インドネシアとのプログラムが採択され実施されている。クロアチアは初年度に

採択され、２０１４年３月に終了した。筆者は上記のうちクロアチア、マレーシア、ベトナ

ムに参画しているが、この枠組みを実施する上での困難は二つあり、ＪＳＴとＪＩＣＡとい

う異なる文化、ポリシーを持つ助成機関が合同で行うために生じる複雑な仕組みや制約に

研究者が戸惑う場合がしばしば見られた。成果に対する要求も厳格で評価も外部識者を招

いて査定される。しかし、科振費とくらべても大きな額であることは魅力的であり、他分野

と比べ地すべりを含む防災分野は相手国のニーズも高まっていること、業績も期待できる

ことから今後も防災、地すべり関係のプロジェクトは増えると期待されている。 

 

ウズベキスタン・地すべりモニタリングプロジェクト（JICA、技プロ）の事例 

この節では、著者が経験したＪＩＣＡ技プロのうち、ウズベキスタン国で実施された地すべり

モニタリング技術移転に関するプロジェクトでの経験について述べる。中央アジアのさらに中

央に位置するウズベキスタン国の東北地方には中国からキルギスタンを経て伸びる天山山脈の

延長である山岳地帯があり、従来、この地域を中心に春の融雪期に地すべりが多発している。同

国政府は、地すべりの被害を軽減するため警戒・避難体制を構築したが、地すべり動態の計測や

被害予測の技術が不足しており日本に対し地すべりモニタリング技術向上のための技術協力を

要請したため、国際協力機構は 3年間のカウンターパートはウズベキスタンの主要な地すべり

研究および防災関係機関２つで、国家鉱物資源委員会（省相当）の下に位置するウズベク水

文地質工学研究所 (HydroIngeo),と国家土砂災害モニタリング・サービス(SMS)からなる。

前者はソ連時代に中央アジアの地質災害管理の中心機関として研究、開発活動を実施して

きており、技術と情報の蓄積がある．全土の地すべり分布図、詳細な目録(Inventory)からな

るデータベースも整備されている。後者は 1994 年に土砂災害（地すべり、土石流、落石、

崩壊等）を監視するために法令を整備して設立されたもので、現在、全国で 700 から 800

カ所の地すべり地でモニタリングを実施している。特に融雪によって地すべりが多発する

春季には、地すべり早期警戒、避難体制を構築している．危険度に応じて危険と思われる住

民を事前に強制的に退去、一時的あるいは恒久的に移住させる権限を有し、適宜避難命令を

発出している．このプロジェクトでは事前調査を経て、規模の異なる代表的な同国の地すべ

り地３カ所を対象に観測機材の設置とモニタリング技術移転および地すべり地での調査ボ



ーリングの機材と技術移転を中心に推進した。著者はこのプロジェクトの事前調査から参

加し、アドバイザーとして毎年現地を訪問した。図１は首都のタシケントに近い東北地区山

地リゾート地を結ぶ道路と河川を閉塞する危険度の高いテクスティルシク地すべりで、長

さ 2,400m、幅 900m、すべり面深度 22～24m、土量 2200 万ｍ３と大規模かつ活動中の代

表的な地すべり地の滑落崖付近である。図 2 に長スパン伸縮計用のポール設置作業の様子

を示す。主要な機材、信頼性の観点からは日本製でなければプロジェクトの成否にかかわる

ものは日本から輸入するが、ポールや滑車など現地でも調達できるものについては、多少品

質が悪くとも現地調達を優先した。これは技術移転プロジェクト期間終了後、原則 JICA は

まったく援助することができず、カウンターパート（相手方）機関が自立しなければならな

いためである。そのため、高度にハイテク化した技術を供与した場合、消耗品等日本から高

価な部品を輸入しなければならない場合、機材自体が放置されてしまう残念な結果になる

場合がある。図 3 に短スパン伸縮計設置後の両国技術者の集合写真を示す。技術者同士の

現場での設置過程からの交流は重要で、機材の構造、観測原理の理解に直結する。一方で、

研究所で実施した技術講習の講義においては技術の理解度の進捗を評価する必要があるこ

とから定期的にアンケート等を行ったが、これは先方の権威ある教授の方々の心証を悪く

したという。JICA の技術支援には多額の国費を投入していることから効果判定の資料を得

るために必要なことではあるが、技術者・研究者同士の信頼関係がプロジェクトの基盤であ

ることから、今後さらに洗練した評価手法の開発を待ちたい。 

盗難に対する備えは、途上国共通の難題である。高価な機材はもとより、たとえ木杭であ

っても盗まれることがある。広大な地すべり地で 24 時間 365 日警備員を雇うことは事実上

不可能であり、防犯用のボックスや地域の有力者や警察と連携して機材の保全に努める場

合が多い。 

図 4 は先方政府の担当大臣および在ウズベキスタン日本国大使を迎えてのセレモニーの様

子である。JICA 事業は国の事業である以上、発足時にも政府間の文書交換をはじめセレモ

ニーが開催されるが、実施中に一定の成果が出た段階でその都度、および先方政府の代表お

および日本側は大使館の代表を招待しセレモニーを行う必要がある。またメディアも招待

し、可能な限り広く広報することは JICA にとどまらず、国益上重要である。近年アフリカ

などを対象にした支援の競争も始まっており、相手国の一般国民への広報の成否は、相手国

研究者、技術者コミュニティーの日本の技術に対する関心の増大にも直結するので重要で

ある。相手国および周辺地域国内に地すべり研究会、学会を創設することで継続的な研究・

技術交流が可能になり、相手国内ファンドにより訪日や共同研究の国際学会での発表など

の交流が可能になる。 

図５は地すべりボーリングの技師同士の写真。プロジェクト開始前にボーリングは基本的

すぎ、日本から移転すべき技術なのかという意見もあったが、突発的に発生する地すべり地

で機動的に掘削し、すべり面付近の柔らかいコアを適切に取り出し、すべり面判定を行う地

すべり調査に特化したボーリングの技術を移転する意義を認められた。機材自体も分解し



てアクセス困難な場所でも運搬、組み立てが可能で鉛直だけでなく水平方向の排水ボーリ

ングも可能なものである。 

図６はヴルフニェトゥールスキー地すべり地の正面からの写真である。同国南部のアング

レン地域には巨大な露天掘り石炭鉱山があるが、ヴルフニェトゥールスキー地すべりはこ

の炭坑の上流側に隣接するアングレンダムの堤体のすぐ上流の貯水池左岸側の斜面の大規

模地すべりである。幅 1,200m、長さ 500m、土砂の規模 2,000 万ｍ３。地すべりは多数の

ブロックに分かれている。すべり面は中生代基岩の中にあり、すべり面傾斜は 5～10°の低

角度である。アングレンダムは 1970 年に完成したが、その前から地すべりはあったが小規

模なもので、ダムが建設され拡大した。このダムは農業用ダムであり、灌漑は夏、6 月～8

月に綿花栽培のために用いられる。綿花の散水は年 6 回夏におこなわれている。ヴルフニ

ェトゥールスキー地すべりの変動監視は過去 25 年間継続されてきており、現在はＧＰＳ等

による移動観測が実施されている．累積移動量は 30m 以上ある。融雪期の春に移動速度が

大きく、ダム湖の水位が上がると地すべりの移動量が大きくなっている。将来、豪雨、地震、

あるいは人為的要因等の誘因によりバイオントダム地すべりのように地すべり土塊が高速

で貯水池に突入し、大量の貯水池の水がダムを越える可能性も指摘されている。ダム湖のす

ぐ下流には深さ約３００ｍの露天掘り中のピットがあり、さらに下流にはアングレン市中

心部があり多大な犠牲と被害が生じる可能性が懸念されている。この地すべりは同国での

社会的な影響が大きすぎるとしてプロジェクトの正式な実施対象サイトには選定されなか

ったが、筆者を含め日本の技術者、研究者との技術交流と意見交換は毎回実施された。 

図 1 ウズベキスタン・地すべりモニタリン

グプロジェクトの事前調査。テクスティル

シク地すべり源頭部 

図 2 長スパン伸縮計用の支柱の設置作

業。現地技師の経験を活かした固定方法を

採用することは多い。 



 

図 3 短スパン伸縮計設置完了後の両国技

術者の集合写真。 

図 4 担当大臣および日本国大使を迎えて

のセレモニー。機材の説明を行った。 

図 5 地すべりボーリングのオンサイトト

レーニング後の集合写真。 

図 6 ヴルフニェトゥールスキー地すべり

おわりに 

本稿では、国土開発の進展著しい途上国で成熟した日本の地すべり技術へのニーズが高ま

っている状況と技術移転の現場についてその一端を紹介した。日本とは異なる自然、社会条

件と制約の下での地すべり対策技術の移転。技術者のバックグラウンド、経験、興味も日本

とは異なることから柔軟かつ忍耐強い対応が求められる。しかし、欧米にはなく日本にしか

ない技術と経験、また研究内容は多く存在し、国内の地すべり技術コンサルタントをはじめ

多くの専門家が海外に出て技術交流を行うことは、技術者本人の知見を広めることにもつ

ながり、ひいては日本国内の地すべり技術向上にも貢献できると考える。 
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